
本
部
は
３
月

日
、
２
０

25

１
５
年
度
賃
金
引
き
上
げ
、

夏
季
手
当
お
よ
び
諸
要
求
に

つ
い
て
の
交
渉
を
集
約
し
、

会
社
に
対
し
妥
結
を
通
告
し

ま
し
た
。

本
部
は
２
月

日
、
基
本

12

給
の
一
律
６
０
０
０
円
引
き

上
げ
、
定
期
昇
給
制
度
の
是

正
、
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ
月

分
支
給
な
ど
を
柱
と
す
る
要

求
を
『
申
第

号
』
と
し
て

19

会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

交
渉
は
２
月

日
の
第
１

25

回
団
体
交
渉
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
再
申
し
入
れ
を
含
め
７

回
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
消
費
増
税
、
保
険
料
率

ア
ッ
プ
、
物
価
上
昇
等
に
よ

る
実
質
賃
金
の
目
減
り
に
対

し
、
好
調
な
業
績
に
よ
り
支

払
い
能
力
が
十
分
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
満
額
回
答
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

会
社
は
、
「
当
社
の
賃
金

水
準
は
世
間
相
場
と
比
較
し

て
既
に
相
当
高
い
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
」
「
２
年
連
続

で
ベ
ア
を
実
施
す
る
合
理

的
、
客
観
的
理
由
は
な
い
」

「
固
有
の
経
営
課
題
を
考
慮

す
れ
ば
、
引
き
続
き
経
営
体

力
を
可
能
な
限
り
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と

主
張
し
、
意
見
は
対
立
の
ま

ま
と
な
り
ま
し
た
。
「
固
有

の
経
営
課
題
」
に
は
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
建
設
も
含
ま

れ
、
リ
ニ
ア
の
た
め
の
賃
金

抑
制
が
色
濃
く
出
さ
れ
た
と

い
え
ま
す
。

会
社
は
３
月

日
、
第
６

19

回
団
体
交
渉
で
「

歳
ポ
イ

35

ン
ト
の
基
準
内
賃
金
を
定
期

昇
給
と
は
別
に
２
０
０
０
円

（
０
．

％
）
引
き
上
げ
る
。

63

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
支
給

月
数
を
３
．
０
ヶ
月
と
す
る
」

と
い
う
、
要
求
を
遙
か
に
下

３
月
６
日
、
参
議
院
議
員

会
館
で
田
城
郁
参
議
院
議
員

の
協
力
に
よ
っ
て
、
国
土
交

通
省
の
回
答
と
意
見
交
換
の

場
が
設
け
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
総
連

高
木
副
委
員
長
、
田
城
郁
参

議
院
議
員
、
佐
々
木
政
策
秘

書
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
本
部
高
原

副
委
員
長
、
小
林
書
記
長
、

名
古
屋
地
本
荻
野
書
記
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
が
２

月

日
に
行
っ
た
厚
生
労
働

13
省
と
国
土
交
通
省
へ
の
要
請

行
動
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら

参
加
し
た
本
部
高
原
副
委
員

長
が
、
名
古
屋
駅
に
お
け
る

大
垣
運
輸
区
の
触
車
事
故
の

危
険
が
孕
む
出
区
点
検
の
現

実
な
ど
、
会
社
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
職
場
の

諸
問
題
を
訴
え
た
結
果
、
出

区
点
検
の
規
程
が
改
善
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
を
含

め
た
意
見
交
換
で
す
。

す
で
に
３
月
１
日
か
ら
規

程
は
改
正
さ
れ
、
名
古
屋
駅

に
お
け
る
に
出
区
点
検
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
国
交
省
か

ら
「
省
と
し
て
は
２
月

日
13

に
要
請
を
受
け
、
そ
の
日
に

Ｊ
Ｒ
東
海
に
話
を
し
た
。
13

日
に
は
事
実
確
認
を
行
う
と

い
う
話
か
ら
、
何
度
か
や
り

取
り
を
し
て
き
た
」
と
、
規

程
改
正
に
つ
な
が
っ
た
指
導

が
明
ら
か
に
さ
れ
、
素
早
い

指
導
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
①
適
切
な
判
断

で
列
車
と
落
石
の
衝
突
を
未

然
に
防
い
だ
組
合
員
に
対
す

る
会
社
の
不
当
な
扱
い
、
②

放
置
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
弁

天
島
付
近
の
新
幹
線
津
波
対

策
、
③
国
交
省
令
に
基
づ
く

知
識
技
量
確
認
試
験
が
負
担

に
な
っ
て
い
る
事
態
な
ど
、

職
場
の
問
題
点
を
報
告
し
、

会
社
へ
の
改
善
指
導
を
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
、
安
倍
首
相
の

「
わ
が
軍
」
発
言
で
あ
る
。

日
の
参
議
院
予
算
委
員
会

20で
の
答
弁
が
最
初
で
、

日
30

の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
も

発
言
し
た
▼
「
わ
が
軍
と
言

っ
た
こ
と
は
全
く
問
題
な
い

と
今
で
も
思
っ
て
い
る
と
繰

り
返
し
申
し
上
げ
た
い
」
と
、

反
省
無
し
に
「
わ
が
軍
」
を

正
当
化
し
た
の
だ
。
政
府
は

「
国
際
法
上
、
軍
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
」
と
恥
ず
か
し

い
弁
明
を
し
た
が
、
正
当
化

す
る
な
ら
弁
明
は
必
要
な
い

▼
憲
法
９
条
に
は
「
陸
海
空

軍
そ
の
他
の
戦
力
は
保
持
し

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
通
り
、

日
本
に
は
「
軍
」
は
形
式
上

．
．
．

存
在
し
な
い
は
ず
だ
。
都
合

に
よ
り
、
自
衛
隊
は
「
軍
」

に
も
な
っ
た
り
な
ら
な
か
っ

た
り
す
る
の
か
。
ま
さ
に
ペ

テ
ン
だ
▼
こ
れ
は
「
口
が
滑

っ
た
」
で
済
む
問
題
で
は
な

い
。
本
音
と
見
る
べ
き
だ
。

安
倍
首
相
は
、
自
衛
隊
を
軍

と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。
も
は
や
憲
法

を
蔑
ろ
に
し
、
改
憲
後
の
「
自

衛
軍
」
と
や
ら
が
頭
の
中
に

染
み
込
ん
で
い
る
に
違
い
な

い
▼
軍
と
は
他
国
に
武
力
行

使
す
る
組
織
だ
。
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定
以
降
、
戦

争
関
連
法
案
は
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
の
発
言
で
あ
る
以
上
、
看

過
は
で
き
な
い
。
日
本
に
は

「
軍
」
は
不
要
だ
。
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４月１日

第３５９号

安
倍
首
相
の
頭
の
中

は
、
「
戦
争
」
の
こ
と

だ
け
し
か
無
い
の
か
。

今
、
国
会
や
世
論
で
も

汽 笛
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回
る
回
答
を
行
い
、
そ
の
他

の
要
求
に
つ
い
て
は
改
善
を

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
部

は
席
上
、
回
答
に
つ
い
て
大

い
な
る
不
満
を
表
明
し
、
同

日
、
再
申
し
入
れ
と
し
て
『
申

第

号
』
を
会
社
に
提
出
し

20
ま
し
た
。

３
月

日
、
第
７
回
団
体

25

交
渉
を
開
催
し
、
会
社
に
対

し
て
回
答
を
撤
回
し
満
額
回

答
を
粘
り
強
く
迫
り
ま
し
た

が
、
会
社
の
態
度
が
変
わ
る

こ
と
は
な
く
、
全
て
の
項
目

で
対
立
を
確
認
し
ま
し
た
。

本
部
は
持
ち
帰
り
検
討
し

た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
の
低
額
・
先
行
妥
結
を
は

じ
め
と
す
る
否
定
的
現
実
を

踏
ま
え
、
こ
れ
以
上
の
前
進

は
勝
ち
取
れ
な
い
と
判
断
し

妥
結
に
至
り
ま
し
た
。

今
次
交
渉
に
お
い
て
、
職

場
か
ら
共
に
闘
っ
た
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る

と
共
に
、
ご
支
援
に
対
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
は
同
日
、
配
分
交
渉

に
あ
た
り
、
賃
上
げ
分
２
０

０
０
円
を
基
本
給
に
一
律
に

配
分
す
る
要
求
を
『
申
第
21

号
』
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
の
た
め
の
賃
金
抑
制
あ
ら
わ

連
合
平
均
を
大
幅
に
下
回
る
賃
上
げ

２
０
１
５
Ｊ
Ｒ
春
闘
、
不
満
表
明
し
つ
つ
交
渉
集
約

田城議員の働きかけで省庁交渉
名古屋駅出区点検改善実現！
更なる改善を求め意見交換！

３月６日、国交省との意見交換で挨拶する田城郁議員



Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
３
月
８

日
、
名
古
屋
「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
れ
あ
ろ
」
で
２
０

１
５
春
闘
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

淵
上
委
員
長
は
、
挨
拶
で

「
改
憲
の
動
き
は
、
国
民
投

票
ま
で
の
事
態
に
な
り
つ
つ

あ
る
。『
戦
争
の
で
き
る
国
』

づ
く
り
を
許
さ
な
い
た
め

に
、
田
城
郁
参
議
院
議
員
と

共
に
闘
っ
て
い
こ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
田
城
郁
参

議
院
議
員
、
畠
山
秘
書
、
渡

辺
弁
護
士
が
参
加
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
田
城
議
員
は
政
治
情
勢

・
国
政
報
告
を
行
う
中
で
、

「
労
働
諸
法
制
を
労
働
問
題

と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
憲
法
９
条
問
題
・
徴
兵

制
の
問
題
と
し
て
見
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。
畠
山
秘
書
は
、

秘
書
か
ら
見
た
田
城
議
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
渡

辺
弁
護
士
は
「
憲
法

条
の

28

労
働
基
本
権
を
わ
が
も
の

に
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

行
っ
て
い
る
掲
示
物
不
当
撤

去
な
ど
の
不
当
労
働
行
為
が

憲
法
に
抵
触
す
る
違
法
行
為

だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
橋
業
務
部
長

か
ら
今
春
闘
に
お
け
る
団
体

交
渉
の
経
過
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
新
幹
線
地
本
土
川
副

委
員
長
、
静
岡
地
本
曽
布
川

副
委
員
長
、
名
古
屋
地
本
小

屋
敷
副
委
員
長
、
新
幹
線
関

西
地
本
畑
野
書
記
長
、
本
部

Ｏ
Ｂ
会
宇
留
生
会
長
の
決
意

表
明
の
後
、
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し

ま
し
た
。

３
月

日
、
大
阪
第
二
運

10

輸
所
分
会
山
口
さ
ん
、
名
古

屋
車
両
所
分
会
田
川
さ
ん
、

大
阪
仕
業
検
査
車
両
所
分
会

島
津
さ
ん
、
大
阪
仕
業
検
査

車
両
所
分
会
渡
邊
さ
ん
の
４

名
は
、
２
０
１
４
年
度
年
末

手
当
の
５
％
減
額
は
不
当
だ

と
し
て
、
会
社
を
相
手
取
り

大
阪
地
方
裁
判
所
へ
提
訴
し

ま
し
た
。
同
日
、
新
幹
線
関

西
地
本
は
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
ひ
が
し
よ
ど
が
わ
で
「
Ｂ

Ｃ
本
人
訴
訟
報
告
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
林

委
員
長
は
「
私
た
ち
の
闘
い

は
、
単
に
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

を
通
し
た
組
織
破
壊
攻
撃
を

許
さ
な
い
闘
い
だ
け
に
止
め

る
の
で
は
く
、
会
社
の
強
権

的
、
非
人
間
的
な
社
員
管
理

を
許
さ
な
い
闘
い
と
し
て
展

開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
本
部
船
出
副

委
員
長
は
「
も
の
言
え
ぬ
職

場
づ
く
り
を
許
さ
ず
組
合
員

の
利
益
を
守
り
、
あ
ら
ゆ
る

戦
争
政
策
に
反
対
し
平
和
を

守
る
た
め
に
、
田
城
郁
参
議

春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え
桜

前
線
の
北
上
と
と
も
に
、
私

も
東
北
や
北
海
道
の
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
も
と
に
お
伺
い

し
、
意
見
交
換
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
こ
の
度
、
タ
ク
シ

ー
労
働
者
で
構
成
す
る
全
自

交
労
連
よ
り
、
来
年
７
月
の

参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け
て

の
組
織
推
薦
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
組

織
内
議
員
で
あ
る
と
と
も

に
、
全
自
交
労
連
の
推
薦
議

員
と
い
う
こ
と
に
本
当
に
心

強
く
、
ま
た
、
責
任
の
重
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

先
の
国
土
交
通
委
員
会
で

『
タ
ク
シ
ー
特
措
法
』
に
つ

い
て
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の

賃
金
、
労
働
、
安
全
に
関
す

る
問
題
を
中
心
に
、
太
田
国

土
交
通
大
臣
に
質
し
て
い
き

ま
し
た
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
大
船

渡
線
や
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
の
被

災
線
区
に
お
い
て
、
仮
復
旧

に
よ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速

輸
送
シ
ス
テ
ム
＝
線
路
跡
の

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
路
と
一
般
道

を
併
用
し
て
運
行
す
る
）
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
Ｂ

Ｒ
Ｔ
の
停
留
所
（
バ
ス
停
）

は
タ
ク
シ
ー
営
業
の
拠
点
に

は
な
り
得
な
い
、
鉄
道
の
駅

が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
タ

ク
シ
ー
業
界
か
ら
の
意
見
を

も
届
い
て
い
ま
す
。

被
災
線
区
に
お
け
る
鉄
道

の
早
期
復
旧
が
、
地
域
公
共

交
通
の
維
持
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
鉄
道
を
中
心

に
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
等
、
公

共
交
通
と
街
づ
く
り
に
よ
る

地
域
の
発
展
を
促
進
さ
せ
、

安
全
、
安
心
の
生
活
・
雇
用

の
確
保
に
向
け
、
国
政
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
自
交
労
連

と
Ｊ
Ｒ
総
連
・
各
単
組
の
組

合
員
が
し
っ
か
り
と
ス
ク
ラ

ム
を
組
ん
で
、
共
に
闘
い
ま

し
ょ
う
！

（２）第３５９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１５年（平成２７年）４月１日

田
城
議
員
と
共
に

平
和
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

２
０
１
５
春
闘
セ
ミ
ナ
ー
開
催

不当なボーナスカットを許すな！
関西で４名が本人訴訟に決起！

院
議
員
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
よ
う
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
本
人
訴
訟
に
立

ち
上
が
っ
た
４
名
が
力
強
い

２
０
１
５
Ｊ
Ｒ
春
闘
期
間

中
、
新
幹
線
地
本
は
３
月
27

日
、
「
出
向
先
会
社
の
労
働

条
件
改
善
」
に
関
し
て
、
新

幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
株

式
会
社
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
）
と
団
体

交
渉
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
・

ダ
イ
改
後
、
Ｓ
Ｍ

14

Ｔ
夜
勤
事
業
所
で
早
番
出
勤

が

分
繰
り
上
げ
ら
れ
た
に

30
も
か
か
わ
ら
ず
、

分
が
労

30

決
意
を
行
い
ま
し
た
。
全
職

場
か
ら
共
に
断
固
闘
っ
て
行

く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
、

集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

働
時
間
に
反
映
さ
れ
ず
、
休

憩
時
間
の
拡
大
で
拘
束
時
間

だ
け
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
は
、
出
勤
30

分
の
繰
り
上
げ
の
解
消
、
も

し
く
は
、
解
消
で
き
な
い
場

合
は

分
を
労
働
時
間
と
す

30

る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
休
取
得
率
に
つ

い
て
、
新
横
浜
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
問
題
（
出
勤
前
に

一
旦
事
務
所
に
立
ち
寄
る
た

め
、

分
の
自
己
の
時
間
を

10

労
務
提
供
）
、
三
島
事
業
所

に
お
け
る
氏
名
の
「
呼
び
捨

て
点
呼
」
に
つ
い
て
も
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｍ
Ｔ
の
事
業
所

内
に
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
掲
示
板

設
置
、
会
議
室
使
用
、
組
合

事
務
所
の
便
宜
供
与
も
要
求

し
ま
し
た
。

こ
の
団
体
交
渉
の
経
過
を

踏
ま
え
、
新
幹
線
地
本
は
３

月

日
、
大
井
事
業
所
の
勤

30
務
や
年
休
取
得
率
の
問
題
を

は
じ
め
と
す
る

項
目
の
要

15

求
を
掲
げ
、
団
体
交
渉
の
再

開
催
（
『
Ｊ
Ｒ
東
海
労
幹
地

発
第
５
号
』
）
を
Ｓ
Ｍ
Ｔ
に

申
し
入
れ
ま
し
た
。

田
城
議
員便

り

主催者挨拶を行う淵上委員長（上）と

講演を行う田城郁参議院議員（下）

２
０
１
５
Ｊ
Ｒ
春
闘
期
間
中
、

新
幹
線
地
本
が
関
連
会
社
と
の
団
交
実
現
！


